














































回 日　程 科　　目 テ　　―　　マ
１  4 月18日 財務会計① 簿記と財務諸表の相違（1）　売上高と売上原価の表示①
2  4 月25日 財務会計② 簿記と財務諸表の相違（2）　売上高と売上原価の表示②
3  5 月 9 日 管理会計Ⅰ 意思決定会計総論　～ディズニーランドへ行く～
4  5 月23日 財務会計③ 簿記と財務諸表の相違（3）　現金預金と銀行勘定調整表
5  5 月30日 財務会計④ 簿記と財務諸表の相違（4）　債権と債務
6  6 月13日 管理会計Ⅱ 意思決定のための利益計算　～焼きそば屋台の利益計算～
7  6 月20日 管理会計Ⅲ 業務執行的意思決定会計（1）～特別注文がきたらどうする？～
8  6 月27日 財務会計⑤ 簿記と財務諸表の相違（5）　有価証券①
9  7 月 4 日 財務会計⑥ 簿記と財務諸表の相違（6）　有価証券②
10  8 月22日 管理会計Ⅳ 業務執行的意思決定会計（2）～部品を作るか、買うか？～
11  8 月29日 管理会計Ⅴ 業務執行的意思決定会計（3）～最適セールスミックス～
12  9 月 5 日 管理会計Ⅵ 業務執行的意思決定会計（4）～リニア・プログラミング～
13  9 月12日 財務会計⑦ 簿記と財務諸表の相違（7）　有価証券③
14  9 月26日 財務会計⑧ 簿記と財務諸表の相違（8）　有価証券④　有形固定資産①
15 10月 3 日 財務会計⑨ 簿記と財務諸表の相違（9）　有形固定資産②
16 10月24日 管理会計Ⅶ 構造的意思決定会計（1）～正味現在価値の計算～
17 10月31日 管理会計Ⅷ 構造的意思決定会計（2）～設備投資の意思決定モデル～
18 11月 7 日 管理会計Ⅸ 構造的意思決定会計（3）～法人税の支払いを考慮する～
19 11月14日 財務会計⑩ 簿記と財務諸表の相違（10）　外貨建取引
20 11月21日 財務会計⑪ 簿記と財務諸表の相違（11）　引当金①
21 11月28日 財務会計⑫ 簿記と財務諸表の相違（12）　引当金②
22 12月12日 管理会計Ⅹ 構造的意思決定会計（4）～設備の自動化～
23  1 月16日 管理会計Ⅺ 構造的意思決定会計（5）～取替投資～
























































































































































































































































































































































































　　　　⑤ 短大生 の 授業風景 を 見 て み た い。
（チャレンジ型）
2．高等学校教員に対する調査（ヒア
リング）
　高等学校教員に対しては、穂商高の教員にヒ
アリング調査を下記の2項目に基づき実施した。
ヒアリング対象者は穂高商業高等学校商業科担
当教諭で、2016年10月12日に実施した。
　質問事項… 現行の高大連携授業のスタンスを
どう考えるか。
　回答　① 簿記検定試験の意欲を高めたい。
　　　　② 大学に対する理解を深めさせたい。
　　　　③ 大学進学率の向上を高めたい。（特に
大学からの就職への有用性）
　質問事項… 高大連携授業の今後の改善点とい
う観点からどう考えるか。
　回答　① 幅広い会計学の授業の実施を要望し
たい。
　　　　② カリキュラムの時間を検討したい。
　　　　③ 高大連携授業参加生徒の峻別を行い
たい。
　　　　④ 生徒の授業への取り組みの姿勢を見
直すべきである。
3．大学教員に対する調査（ヒアリング）
　大学教員に対しては、本学の教員にヒアリン
グ調査を下記の2項目に基づき実施した。
　ヒアリング対象者は松本大学管理会計担当教
授で、ヒアリングは2016年10月20日に実施した。
　質問事項… 現行の高大連携授業のスタンスを
どう考えるか。
　回答　① 入学前学習による大学授業へのス
ムーズな移行を再考したい。
　　　　② 高大連携授業をとおして、より多く
の高校生の大学進学意欲の向上を図
りたい。
　質問事項… 高大連携授業の今後の改善点とい
う観点からどう考えるか。
　回答　① 高校生に如何に授業を楽しく教える
かを工夫しなくてはならない。
　　　　② 日商簿記検定試験改定に伴う今後の
対策をどのようにすべきか。
　　　　③ 大学と高校の合同授業を行うことを
検討したい。
　　　　④ 高校の教員が短大生に授業を教える
形態の連携を行いたい。（大学授業サ
ポート型連携）
　　　　⑤ より多くの高校との連携を進めるた
めの日程調整やカリキュラムの調整。
　補足として、短大生、高等学校教員および大学
教員からのヒアリング調査は、現在の高大連携
授業を忌憚なく述べてもらったものであり、こ
れについての結論は現時点では未だ導きだされ
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ていない。　
Ⅴ． 大学入学後における高大連
携授業の効果と課題
　少なからず時間と労力をかけて高大連携授業
を実践する以上、何かしらの効果を求めたいと
思うが、調査をとおして感じたことは、短大生、
高等学校教員および大学教員が、高大連携授業
をどのように捉えているかということであり、
これはそれぞれの立場の違いから意見が相違す
るのは当然のことであると考える。しかし、多
くの資格取得を目指すということや学習意欲を
向上させるというに点おいては共通の認識があ
ると考えられる。特に本学はビジネス系大学で
あるため必然的に簿記の学習に重点をおくこと
となる。高大連携授業においても簿記の資格取
得の重要性を説いており、高大連携授業に参加
した学生の簿記資格の取得割合が比較的高いの
も効果の一つであると思われる。
　資格取得に対する意欲の向上は、将来の就職
等を考える上でプラスの要因はあれマイナスの
要因になることはないが、大学での学生生活が
幅広い見識を培うということを考えると資格取
得のみならず大学で開講されている資格取得と
は関係のない授業にも高大連携授業で今まで以
上に触れる必要があると考える。このような課
題に取り組むことも高大連携の役割を高め、高
校生にとっての就学意欲の向上と、それに基づ
く上位校への進学意欲の醸成につながっていく
と言えるであろう。
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